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奈良町にぎわいの家 11月のイベントから

町家美術館企画vol.7は、
大仏殿昭和大修理に尽力し、
書画や陶芸まで、多彩な作品を残した
東大寺207,208世別当、清水公照師の
作品を没後20年にあたり、町家全館で
展示。お客様はその迫力に、長い時間、
丁寧に鑑賞されていました。
（出品協力…藤野幸三・奈良屋・文珠庵）

「華
厳
」

泥
仏
の
数
々 磯映美先生による

「ビギナーさんの着物講座」、
盛況でした！家のタンスに
ある着物を活かしたい皆さん、
楽しく着こなして、是非、
ご来館下さい。

佐久間宗成社中による「四季の茶会」

当日は即位祝賀パレードの日。
お祝いの心がお道具にも。

立
石
堅
志
・奈
良
市
教
育
委
員
会
教
育
部

次
長
に
よ
る
「
奈
良
町
の
都
市
史
シ
リ
ー

ズ
」の
３
回
目
。
「
近
世
奈
良
町
の
開
幕
と

発
展
」。
町
の
規
模
は
昔
か
ら
変
わ
ら
な
い

奈
良
町
も
、
町
家
の
風
景
は
時
代
と
共
に…

。

菊岡統政さんによる「菊岡家の
古文書を読む」。奈良で一番の
老舗漢方薬局、菊岡家の８００年
の歴史話。興福寺との合戦？！を
した弓の名人の話や、驚きの
エピソードがいっぱいでした。



「海外のお客様インタビュー」Vol.4 イタリアより

Ｑ１．奈良は初めてですか？選んだ理由は？
奈良は初めてです。個人旅行できました。奈良の文化への好奇
心があります。ユネスコの世界遺産の情報やオンライン、ガイド
ブックなどで情報を集めました。

オ
リ
ジ
ナ
ル
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気
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歌
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（歌
人
）

節
気
マ
ー
ク

は
が
き
デ
ザ
イ
ン

金
田
あ
お
い
（藍
寧
舎
）

シ
ン
デ
レ
ラ
の
馬
車
の
か
ぼ
ち
や
は

美
味
し
い
よ
、

お
噺
し
よ
う
か

冬
至
の
夜
長

シ
ン
デ
レ
ラ
の
馬
車
の
か
ぼ
ち
ゃ
は
、

美
味
し
そ
う
。
冬
至
の
夜
、
沢
山
、

お
話
を
聞
い
て
話
し
て
、

夜
長
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

（構成・文 おの・こまち）

Name バーバラさん＆ジョゼッペさん

Country イタリア

Age ５５歳＆５１歳

Interview 2020/1/6

Ｑ２．奈良のどこが気にいりましたか？

Ｑ３．当館をどう思いますか？好きなところで写真をとりましょう。

Ｑ４．これからどこに行きますか？

Ｑ５．お土産は何を買いましたか？

まだ何も買っていません。彼がＯＫと言ったら？！買います。

イタリアにも古いものが沢山あり、奈良はとても近い感じがします。
古い建物や寺社、歴史の感性に満ちています。

（コーディネート 英訳スタッフ 辻雅子）

今号の表紙に掲載している作品は、10/28-11/17に
蔵で開催された、市内の平城西中学校と伏見中学校の
切り絵の授業作品展です。どれも力作で、お客様に、
とても好評！！若いセンスと技に、皆さん、感嘆して
いました。以下、感想の一部を紹介します。

●授業時間内でできる作品が紹介してありましたが、そ
んな短時間で、きれいな模様ができるなんてびっくり。
●今を切り取ったようなデザインも面白い。個人的には
スパイダーマンが良かった。
●私も中学校の時にこんな切り絵を教えて欲しかった。
●まさか中学２年生の作品とは思わずに見ていました。
１４歳と知って驚きました。クオリティが高い！
●自分の名前を切り絵にするという発想が面白い。
●指導する先生の力を感じました。
●海外のお客様→「美しく素晴らしい！」

蔵展示 平城西＆伏見中学校による 切り絵の世界

昔の人が住んでいたリアルな感じが残っていると思います。特に、
仏間の天井や茶室など素晴らしかったです。写真は茶室で。

Ｑ６．あなたにとって家とは？

奈良の後は北海道に行きます。ミラノから来ましたが、スキーが
好きで、北海道でのスキーを楽しみにしています。

ミラノはファッショナブルな町ですが、お二人とも、カジュアルな中にさりげなく、
小物もお洒落。（バーバラさんのメガネが素敵！）この後、北海道に行かれ
るとのことですが、今年は暖冬で雪不足とききます。素敵な日本の冬が
体験できますよう。
←当館の節気ハガキをプレゼント。

居心地がよい場所。私たち、そして猫にとって愛すべきところで
あること。



事
務
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だ
よ
り
2020

大寒

制作…奈良町にぎわいの家管理共同体
発行人…二十軒起夫
編集・構成…おの・こまち

表紙デザイン・レイアウト…福田昭一
撮影…奈良町にぎわいの家スタッフ

http://naramachi-nigiwainoie.jp/

奈良町にぎわいの家 ９：００～１７：００ 水曜日・休館

〒630-8333 奈良市中新屋町５ TEL 0742-20-1917
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大雪 冬至

書…

逢
香

新年（にいどし）のさくらの枝に降る雪を
もつとも清き情熱とせむ 前登志夫

奈良町にぎわい通信vol.57

奈良町にぎわいの家
オリジナル節気マーク

冬
至
は
、
一
年
の
中
で
最
も
昼
の
時
間
が

短
く
、
夜
が
一
番
長
い
日
で
す
ね
。
こ
の
日

を
境
に
生
命
が
蘇
っ
て
、
運
気
が
上
昇
す
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
冬
至
が
過
ぎ
る
と
少

し
ず
つ
日
が
長
く
な
る
の
を
感
じ
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

奈
良
町
に
ぎ
わ
い
の
家
で
は
こ
こ
数
年
？

の
夏
の
暑
さ
（
酷
暑
）
を
と
み
に
感
じ
る
と

と
も
に
、
冬
の
寒
さ
が
こ
た
え
る
よ
う
に
な

っ
て
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
で
も
昔
の
猿

沢
池
で
は
氷
が
張
り
ス
ケ
ー
ト
を
し
て
い
た

写
真
を
見
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
が
、
数
十

年
前
の
奈
良
は
今
よ
り
ず
っ
と
寒
か
っ
た
は

ず
で
、
そ
う
考
え
る
と
昔
の
人
は
寒
さ
に
対

す
る
耐
力
？
が
あ
り
、
寒
い
冬
を
越
す
生
活

の
工
夫
・
知
恵
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

暑
さ
、
寒
さ
に
た
い
し
て
無
防
備
と
で
も

い
っ
て
い
い
日
本
の
木
造
家
屋
と
工
夫
を
凝

ら
し
な
が
ら
、
楽
し
み
な
が
ら
？
日
本
人
は

う
ま
く
付
き
合
っ
て
き
た
な
あ
と
思
い
ま
す
。

冬
は
、
衣
服
で
重
ね
着
も
そ
う
で
す
が
、

栄
養
豊
富
な
体
が
温
ま
る
、
血
行
が
よ
く
な

る
食
べ
物
を
食
べ
、
い
ろ
り
・
こ
た
つ
・
火

鉢
・
あ
ん
か
・
カ
イ
ロ
を
駆
使
し
て
暖
を
と

っ
て
い
ま
し
た
ね
。

建
物
の
つ
く
り
方
で
も
、
縁
側
は
、
屋
外

と
室
内
を
つ
な
ぐ
中
間
的
な
空
間
で
す
が
、

冬
に
は
室
内
が
外
気
と
直
接
面
し
な
い
よ
う

ア
ナ
ロ
グ
の
想
像
力

事
務
局
長

藤
野
正
文

１２／７～２１ １２／２２～１／５

に
し
た
断
熱
空
間
の
役
割
を
果
た
し
て

い
ま
す
。

ま
た
、
縁
側
は
、
一
見
無
駄
な
空
間

の
よ
う
で
、
陽
だ
ま
り
で
暖
ま
る
空
間
、

家
族
で
く
つ
ろ
ぐ
空
間
、
景
色
を
眺
め

る
空
間
な
ど
数
々
の
特
性
を
も
っ
て
い

ま
す
。
こ
ん
な
工
夫
も
こ
れ
か
ら
も
生

か
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

今
月
の
「絵
手
紙
＆
書
道
」体
験

にぎわい菊模様～秋から冬へ
第
49
回
平
城
宮
跡
菊
花
大
会
で

優
秀
賞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
！

柿や柚子を
描いて
にっこり！

「志」という
字、お互い
見て、「うまく
書けた？」

表彰式の様子（二十軒代表）

猛暑を乗り越え、スタッフが丹精込めて育てた菊。
玄関や館内で、長い間、目を楽しませてくれました

ス
タ
ッ
フ
手
作
り
の

ツ
リ
ー
と
リ
ー
ス
！

今
年
も
写
真
ス
ポ
ッ
ト
に
。

「奈良のっぺ」
で温まる冬…。

奈良の郷土食として
大事にしたいですね。
（当館かまど体験より）

に
ぎ
わ
い
の

ク
リ
ス
マ
ス


